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TOP  MESSAGE
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　平和建設は1882年に岡田組として創業しました。200年企業になるために、あと60年余りの
年月が必要です。2082年がどのような世界になっているのか、予想がつきませんが、はっきり
言えることが一つあります。それは、日々変化している地球環境に適応する力を持つ事こそ、
事業継続の大前提だということです。そして、エコピープル社員100％を目指すことは、組織の
適応力増強につながって行きます。また、サステナピースレポート発行もその適応力を高める
ための経営ツールの一つと考えています。
　日々刻々と変化している環境に対応するため、平和インテグリティ教育の推進や、レジリエ
ンス認証取得、そしてビジネスモデル再構築や事業継承計画等々、多くの経営課題を一つひと
つ確実に実行していくことが、200年企業を目指して進むための唯一の道であると信じて、日々
努力をしてまいります。
　EA21の2017年版改定に伴い、弊社の環境経営レポートの名称を｢サステナピースレポート｣と
し、1949年に戦後の平和復興を願って岡田組から平和建設へ改名した当時の経営者たちの平和
(ピース)への願いを込めました。そして、国内でもSDGsの浸透やESG投資の広がる中で、200年
企業を目指す平和建設らしい環境経営の取組をすることで、さらなる企業価値の向上につなげ
ていきます。

200年企業を目指して

岡田　一真
Kazumasa　OKADA

代表取締役
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平和建設のMission/Vision

平和建設のMission

～お客様の夢をカタチに～

　私たちは、土木工事や建築工事を行う中で、お客様の要望やご意見を聞きながら、お客様の
夢をカタチにしていきます。

　地域密着を重視し、地域社会のお客様や地元協力企業と安全と環境に配慮した暮らしづくり
を行い、建設業を通じて、お客様、福祉化社会に貢献します。

～みんなの夢がカタチに～

私たちは、社員・家族の幸福を実現するために、その原資となる適正な利益の追求・
技術力の向上・暮らしの安定・からだの健康・働きやすい職場づくりに日々取り組み、

平和建設で働くみんなの夢がカタチになる会社を実現します。

平和建設のVision

～Missionを果たすことで得られる姿～

・お客さまや地域社会の発展に貢献できている。
・安心して生活のできる地域社会になっている。
・歴史や文化の維持と次の世代へつないでいる。

・お客さまや社会に貢献できる経験や知識、技術がある。
・社員が仕事やプライベートでの夢や目標を持って生活している。
・仕事と家庭の両立ができ、物心両面が豊かである。

・社内ではお互いが認め合い、お互いを尊重し助け合いながら切磋琢磨している。
・社会のニーズや外部環境の変化に柔軟に対応できる組織である。
・地域とともに成長し、持続可能な組織である。



平和インテグリティ

インテグリティには、“誠実さ”という意味があります。
平和インテグリティは、基本方針、社会的責任とともに、Mission･Visionを実現していくために平和建設の
一員として大切にする行動や姿勢、価値観を示す11の項目があります。
仕事をしていく上で、
　・判断に迷ったとき
　・対応に困ったとき
　・方向性を決めるとき
そんな時こそ平和インテグリティに立ち返り、
　・どんな行動が誠実なのか？
　・どんな姿勢が平和建設らしさなのか？
　・平和建設の大切にする価値観とは何なのか？
ということの判断基準になるように平和インテグリティを活用していけば、Mission･Visionの実現につなが
ると信じています。

平和インテグリティとは

関係者に対する視点

① お客様満足の向上
② 周辺住民への配慮
③ 取引先満足の向上
④ 社員満足の向上

個別活動

⑤  就業態度　　　　　⑧  情報伝達・開示
⑥  環境保護　　　　　⑨  安全管理・現場管理
⑦  高品質の製品・　　⑩  法令遵守
　  サービスの提供　　⑪  反社会的行為の禁止
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基本方針

平和建設は、関係するすべての人々に対し
て、常に感謝の気持ちを忘れず、誠実に

仕事をします。

私たちは、平和建設の一員であるという自覚と
誇りを持ち、社会人としての協調性を大切にしま
す。また、技術と知識の習得に努め、責任のある
自立的な行動を取ります。これらの行動を通じ
て、関係する人々により高い価値を感じていただ
き、信頼していただけるよう努力します。

社会的責任

平和建設は、よき企業市民として、社会に
融和・貢献し、社会的責任を果たせるよう

努めます。

私たちは、どうすれば社会に役立てるのかを常に
考え、関係するすべての人々に迷惑をかけず、利

益を提供できるよう努力します。

平和インテグリティは、平和建設が事業を
行っていく上で、普遍的な内容であり、
SDGsで定められた目標にも関連する基準が
あります。
本行動指針に基づいた取組を、私たち一人
ひとりが、川口町で、福山市で、広島県で
着実に取り組むことでSDGsの取組に貢献し
て参ります｡

平和インテグリティとSDGs(持続可能な開発目標)について



制定日：2017年   9月　1日
改定日：2022年   9月　1日
代表取締役　   岡田 　一真

平和建設株式会社は、事業活動を行うことが、環境へ重大な影響を与えるこ

とを認識するとともに、持続可能な経済社会を形成することが不可欠と確信

しています。

社員一人一人が問題意識を持って行動し、地球環境の保全及び地域社会への

貢献を目指すべく環境経営システムを構築し、実施・運用、継続的改善を行

うことを目的に、以下の活動方針を定めます。

1.　建設業を通して、環境への影響を考慮し、環境保全･地域社会との調和･共生をはかります。
　　・地球環境保全に役立つ商品の開発･販売促進に取り組みます。
　　・環境活動レポートの公表、自治体活動等に積極的に参加して地域社会との共生をはかります。

2.　環境に関連する法規制等を特定し遵守します。

3.　事業活動に伴うゴミの削減と二酸化炭素排出量、廃棄物排出量、総排水量、化学物質について
　　自主管理をしながら削減に取り組みます。

4.　事業活動に伴って発生する副産物の抑制とリサイクルの推進に努めます。

5.　全社員が環境へ配慮した事業活動に取り組むよう努めます。

6.　環境経営方針の周知及び公開
　　・本方針を全社員に周知徹底します。
　　・本方針を一般の方よりの要請に基づき、又、当社のホームページ上に公開します。
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平和建設株式会社は、自然資本を活用した循環型社会の構築に貢献します。

環境に関する基本方針

環境理念

環境経営方針



組織の概要

名称 　平和建設株式会社

代表者 　代表取締役　　岡田　一真

所在地 　本社 　広島県福山市川口町1丁目16番35号

　JFE福山事業所 　広島県福山市鋼管町1番地

　三菱電機事業所 　広島県福山市御門町3丁目5番22号　田村ビル2F

環境管理責任者 　代表取締役　　岡田　一真

担当者 　サスティナブル事業部　　三好　清人

連絡先 　TEL：084-953-2711　　　FAX：084-954-3783

事業内容 　総合建設業（土木・建築）

　総合設計業（企画・構造・監理）

　宅地建物取引業

　産業廃棄物収集運搬業

事業の規模 　資本金 　3,000万円

　売上高（第75期） 　1,702万円

　従業員数 　46人

　敷地面積 　5,069.42㎡

　事務所延床面積 　523.8㎡

事業年度 　9月1日　～　翌年8月31日
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認証・登録の対象組織・活動

認証・登録事業者 　平和建設株式会社

対象事業所 　本社・JFE福山事業所・三菱電機事業所

事業活動 　土木工事、建築工事、舗装工事、とび・土工工事、水道施設工事

組織の概要



環境経営システム

環境組織図

代表者
代表取締役
岡田  一真

・環境経営に関する統括責任
・環境経営システムを適切に実施
　するための資源の準備
・全体の評価と見直し・指示の承認
・課題とチャンスの明確化

部門長

・自部門の従業員に対する教育訓蓮
　の実施および記録の作成
・自部門に関連する環境活動計画の
　実施および達成状況の報告

環境管理責任者
代表取締役
岡田  一真

・環境経営システムの全体的な構築･
　実施・管理の責任
・環境経営目標・環境経営計画の
　確認
・環境関連法規等の取りまとめ
・全体の評価と見直し・指示の提言

エコピープル

・部門長の補佐
・現場責任者の補佐
・環境活動データの収集および
　報告

環境事務局
サステナブル

事業部
三好  清人

・環境管理責任者の補佐
・環境活動の実績の集計
・環境経営レポートの作成

全従業員

・環境経営方針・環境活動方針の
　理解、環境への取組の重要性の
　自覚
・自主的・積極的に環境活動へ参加

代表者
代表取締役
岡田  一真

環境管理責任者
代表取締役
岡田  一真

環境事務局
サステナブル事業部

三好  清人

部門長

エコピープル

工務部営業部 不動産部経理部総務部
サステナブル

事業部

各協力会社

建築課
JFE福山
事業所

土木課
三菱電機
事業所

本社

※エコピープルについては、P.21をチェック！

おもな役割・責任・権限

　Heiwa  Construction  Co.,Ltd       Sustainapeace  report  2023 8



　Heiwa  Construction  Co.,Ltd       Sustainapeace  report  2023 9

おもな環境負荷の実績

2021年度 2022年度 2023年度

二酸化炭素排出量 121,826
 kg-CO2

140,526 
kg-CO2

158,044
 kg-CO2

一般廃棄物排出量 8.4 t 8.4 t 8.4 t

産業廃棄物排出量 3,073 t 1,663 t 650 t

総排水量 926 ㎥ 725  ㎥ 679 ㎥

項　目 単　位 2020年度
基準値

2023年度
目標値
(97％)

2023年度
実績

達成状況
(実績/基準年)

2024年度
目標値
(96％)

2025年度
目標値
(95％)

電力による
CO2削減 kWh 103,562 100,455 94,398 91％ 〇 99,420 98,384

都市ガスによる
CO2削減 ㎥ 11 10 5 45％ 〇 10 10

ガソリンによる
CO2削減 Ｌ 21,213 20,576 27,428 129％ × 20,364 20,512

軽油による
CO2削減 Ｌ 15,909 15,431 11,819 74％ 〇 15,273 15,114

上記CO2排出量
合計 kg-CO2 160,396 155,584 157,630 98％ 〇 153,980 152,376

水使用量削減 ㎥ 864 838 679 79％ 〇 829 821

一般廃棄物削減 ｔ 8 8 8 100％ 〇 8 8

産業廃棄物削減 ｔ 1,926 1,868 650 34％ 〇 1,849 1,830

化学物質 行動目標(詳細は次項)

緑化区域整備 行動目標(詳細は次項)

地域貢献活動 行動目標(詳細は次項)

社員教育 行動目標(詳細は次項)

電気･･･63,907  kg-CO2
ガソリン･･･63,634  kg-CO2

軽油･･･30,492  kg-CO2
都市ガス･･･11  kg-CO2

電気･･･56,625  kg-CO2
ガソリン･･･53,017  kg-CO2

軽油･･･30,873  kg-CO2
都市ガス･･･11  kg-CO2

電気･･･55,634  kg-CO2
ガソリン･･･49,727  kg-CO2

軽油･･･16,452  kg-CO2
都市ガス･･･13  kg-CO2



今年度は、三拠点とも事務所での電力使用量が微増しま
した。しかし、現場での電気使用量が大幅に削減できた
ため、全体での目標は達成しました。
エネルギー原単位で計算すると、基準年度に比べ効率は
上がっていると考えられます。

基準年 今期実績

9月 10
月
11
月
12
月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

0

5000

10000

15000

20000

基準年比

91%91%〇

各自の服装などにも配慮し、電力を抑えつつも働きやすい環境を整えていこうと思います。
また不要照明等についても、外出時は電気を消す等、当たり前のことですがコツコツ積み重
ねていくことで電力使用量削減に繋げてまいります。

※電力排出係数は中国電力2017年度調整後排出係数
0.677kg-CO2/kWhを使用

次年度の取組

（kWh）
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電力使用による
二酸化炭素削減

活動：〇･･･よくできた　△･･･あと一歩　×･･･がんばろう

人感センサー付照明の導入

数値目標と実績

環境経営計画への取組結果

おもな取り組み計画 達成状況

　空調温度の適正化 〇

　不要照明の消灯 △

　ノー残業デーの実施 〇

基準年

▶

今期実績

103,562kWh 94,398kWh



基準年比

45%45%〇

次年度の取組
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都市ガスによる

二酸化炭素削減

活動：〇･･･よくできた　△･･･あと一歩　×･･･がんばろう

数値目標と実績

　冬季の給湯器の使用により、単月では目標を達成でき
なかった月もありましたが、その他の月は各自が給湯器
の温度の適正化が図れたことや、来客者へのお茶くみの
機会もあまりなかったことから、都市ガス使用量も約半
分程度にまで抑えることができました。また、2020年度
よりIHコンロを導入したことも、都市ガス使用量削減に
繋がっている理由だと考えられます。

IHコンロの導入

基準年 今期実績

9月 10
月

11
月
12
月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

（㎥）

　次年度も変わらず、各自で給湯器の温度の適正化に努めてもらうよう呼びかけを行
い、都市ガス使用量の削減に努めてまいります。

Results

おもな取り組み計画 達成状況

　温水温度の適温化 〇

　給湯器の適正使用 〇

基準年

▶

今期実績

11㎥ 5㎥



基準年比

129%129%×

次年度の取組

　Heiwa  Construction  Co.,Ltd       Sustainapeace  report  2023 12

ガソリンによる

二酸化炭素削減

数値目標と実績

低燃費車の選択

基準年 今期実績

9月 10
月
11
月
12
月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

0

500

1000

1500

2000

2500

3000

（L）

活動：〇･･･よくできた　△･･･あと一歩　×･･･がんばろう

今年度は基準年に比べ、移動量の多い遠方の現場が多く
あったため、全体的なガソリン使用量は増加しました。
しかしこちらもエネルギー原単位で見てみると、基準年
に比べ、効率が上がっていると考えられます。

　次年度以降も、打ち合わせや現場に行く際に可能な限り乗り合わせて行くことや、各
自のエコドライブ意識によるガソリン使用量削減に取り組んで参ります。

Results

おもな取り組み計画 達成状況

　アイドリングストップ実施 〇

　新車購入時、低燃費車の推進 △

　エコドライブの推進 △

基準年

▶

今期実績

21,213L 27,428L



基準年比

74%74%〇

次年度の取組
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軽油による

二酸化炭素削減

数値目標と実績

活動：〇･･･よくできた　△･･･あと一歩　×･･･がんばろう

基準年 今期実績

9月 10
月
11
月
12
月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

0

500

1000

1500

2000

2500

3000

3500
（L）

アイドリングストップ機能付きダンプ

　今後も建機の省エネ運転の実施や、アイドリングストップの推進などにより、少しず
つでも着実に軽油使用量削減に取り組んで参ります。

　今期は、建設機械を多く使用する工事が基準年より少
なかったため、軽油使用量が大幅に減少しました。その
他にも、ダンプのアイドリングストップ機能や各自のエ
コドライブ意識、建設機械の省エネ運転も、軽油使用量
の削減達成に貢献していると考えています。
　また、社用車の点検も毎月１回は必ず行っています。
点検をしっかりすることで、オイル交換、エレメント交
換も適切に行えるので、事故などの交通災害の防止や、
車の長寿命化にもつながると考えています。

Results

おもな取り組み計画 達成状況

　低燃費車・低炭素建機の推進 〇

　アイドリングストップの推進 △

　建機の省エネ運転実施 〇

基準年

▶

今期実績

15,909L 11,819L



基準年比

79%79%〇

次年度の取組
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水道水使用量削減

数値目標と実績

節水トイレの導入

　今年度は、単月では水使用量が増加した月もありまし
たが、トータルでの水使用量は減少しました。
　事務所での水使用量が削減できた要因としては、トイ
レ改修の際に、大便器を2つから1つに減らしたことや、
節水トイレを導入したことなどが、水使用量の削減に繋
がったのだと考えられます。その他にも、トイレ横の手
洗器を、節水泡沫器付きの物に変更したことで、一度に
流れる水の量が減少するため、これも水使用量削減に繋
がった理由だと考えています。

基準年 今期実績
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活動：〇･･･よくできた　△･･･あと一歩　×･･･がんばろう

　社用車を洗車する際は、水の使用量を最低限に抑える工夫をしたり、現場で道具を洗
う際は、バケツに水をためて洗うなどの工夫を各自で行ってもらうよう呼びかけを実施
し、水使用量の削減に取り組んでまいります。

Results

おもな取り組み計画 達成状況

　節水ポスターの掲示 〇

　不要な洗い物を避ける 〇

基準年

▶

今期実績

864㎥ 679㎥



基準年比

100%100%〇

次年度の取組
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一般廃棄物削減

数値目標と実績

　2021年8月にトイレの改修を行った際、新しくジェッ
トタオルを導入しました。それまで使用していたペーパ
ータオルを廃止した為、一般廃棄物削減に繋がります。
　その他にも、印刷物の両面印刷により、そもそもの紙
の使用量を減らしたり、片面印刷の物については裏紙と
してリユースすることで紙のゴミの排出量削減を図って
います。

ジェットタオルの導入

基準年 今期実績
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月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月
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活動：〇･･･よくできた　△･･･あと一歩　×･･･がんばろう

　今後も、社内文書の裏紙使用、両面印刷、印刷物の集約を実施し、無駄な印刷が無い
よう、またゴミの削減に取り組んで参ります。

Results

おもな取り組み計画 達成状況

　裏紙使用・再生紙使用 〇

　帳票見直しによる印刷物の削減 △

　両面印刷・集約の実施 〇

基準年

▶

今期実績

8.4t 8.4t



次年度の取組
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産業廃棄物削減

数値目標と実績

基準年比

86%86%〇

分別BOXの設置

今年度は基準年に比べ廃棄物排出量が大幅に減少しまし
た。使えそうな資材を再利用したり、分別したりなど、
各自の意識が上がっていると考えられます。

基準年 今期実績
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　引き続き適切な産廃処理業者の選定を行ったり、各自の分別意識を徹底することで、
産廃のリサイクル率を向上させるとともに、使えそうな資材は加工したりして再利用す
るなど、産廃の排出量自体を抑える工夫も行っていきます。

Results

基準年

▶

今期実績

1,926t 650t

おもな取り組み計画 達成状況

　作業ミスによる廃棄物排出抑制 〇

　廃材の再利用化 △

　産廃の分別管理の徹底 〇

活動：〇･･･よくできた　△･･･あと一歩　×･･･がんばろう



　塗料や溶剤を使用する際は、保護メガネや手袋、マスク
の着用を義務付けています。また、「SDS(安全データシ
ート)」の管理の徹底や、材料ラベルに表示されている危
険性・有害性を表す絵表示を確認し、十分に理解した上で
作業に取り組んでいます。
　次年度からも、製品の購入量の適正化や、作業ミスによ
る化学物質使用量の増加の抑制に努めていきます。

　会社正面のお客様駐車場のスペースに芝桜など
が植えられている花壇があります。
芝桜の他にも、当社所在地の広島県福山市の市花
にも制定されているバラの花や、一定の角度から
見るとハートの形に見える木も植えられていま
す。ハートの木は、専門の庭師の方にお願いして
剪定していただいているこだわりの木なんです！
　次年度以降も、来社されるお客様が少しでも和
やかな気持になって頂けるよう、花壇の整備に取
り組んでまいります。

Results
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化学物質

塗料･溶剤などの適正管理

緑化区域整備

次年度の目標・計画はP9、次年度の取組はP10～17をご覧ください。



　平和建設では、クリーン青葉会という資源回収を行う
ボランティアグループと連携し、地域活動の支援として
2ｔダンプの提供と、空き缶や古紙、ダンボールの回収､
運搬をお手伝いしています。
　クリーン青葉会様には、元気な人手もある、分別する
スペースもあるものの、分別したものをリサイクル業者
へ運搬する手段が無い、ということでご相談いただきま
した。平和建設には運搬に必要なトラックもあり、運転
手もいるため、平和建設なら力になれる、と思いこの活
動を始め、もう20年以上になります。
　地域の皆様のお宅から回収してくる大量の新聞紙や雑
誌、ダンボールは、軽トラ2台と2ｔダンプの計3台がて
んこ盛りになります。
　これからも重いものを持って運ぶ作業が続くので、ケ
ガなどしないように、また、リサイクル業者様へ運搬す
る途中に事故などしないように十分気を付けて、この活
動に取り組んでまいります。

　平和建設では、2012年度より、3か月に一度、県道松
浜線の清掃活動を行っています。普段車の交通量も多く､
歩行者、自転車の方もたくさん利用される道路です。
　この活動では主に歩道脇に生えている草をとったり、
落ち葉などを集めて綺麗にしています。
この活動を継続させることは、道路の視認性向上による
交通事故の防止や、草とり、清掃による道路の長寿命化
にもつながると考えています。
　平和建設には、清掃活動に必要な道具もあり、人手も
あります。なので、この活動を自分たちのペースで着実
に行っていくことが、持続可能な活動になるのだと考え
ています。
　これからも作業中の事故などないように気を付けなが
ら活動に取り組んでまいります。
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地域社会貢献活動

Results

クリーン青葉会

広島アダプト活動



　今年度も4月に、新入･若手社員合同研修を実施しまし
た。この研修では、「CREWセッション」や、「EQ＆スト
レス耐性の解説と対策」、「ビジョンマップ作成」などを
講師の方よりお話し頂いたり、グループで課題解決学習
を行ったりしました。
　今回の研修を受けた社員からは、｢人それぞれ仕事を
する中で大切にしていることが違って面白かった。｣とい
った声や、｢建設業にも働き方改革がやってくるが、平
和建設の一員としてどうするべきなのかを考えるきっか
けになりました。｣などの声が上がっていました。
　また、こういう研修の機会を設けることで自身のモチ
ベーション向上にもつながるという声も上がっていたた
め、定期的に研修を行っていきたいです。

　今年8月に、上記と同じ講師の方より、管理職マネジ
メント研修を実施しました。今回は業務の都合により2
回に分けての実施でした。この研修では、「中堅・管理
者の役割とスキル」や、「部下育成・関わり方」、「ケー
ス事例研究」などについて講義していただきました。
　今回の研修を受けた社員からは、「経営戦略では、自
社の強みを顧客の価値に変えることが重要と感じた。」
や、「部下とのコミュニケーションについて、今までは
自分の中で先に答えがあり、誘導尋問みたいになってい
たかもしれないと感じた。」など、昨年に引き続き部下
の育成・指導や部下とのコミュニケーションについて悩
む声が多くありました。
　今後も各社員の要望に合わせて、様々な研修を年1回
～2回程度のペースで実施していこうと考えています。

Results

新入・若手社員合同研修
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管理職マネジメント研修



　近年､地球温暖化に起因する災害が爆発的に増加していま
す｡それに加えて、南海トラフ巨大地震も、40年以内の発生確
率が「90％程度」まで引き上げられるなど、自然災害に対す
る脅威も年々増しています。当社にとって、被災時における
事業継続および早期復旧に向けた事前対策を講じることは、
顧客の安心の確保、地域経済の早期復興に貢献する上で重要
かつ喫緊の課題といえます。
　平和建設では有事の際に従業員の安全を確保し、業務の早
期再開ができるようにBCPを策定し、現在2つの認証を取得し
ています。
　その他にも、平和建設では現在、「レジリエンス認証」の取
得に向けて準備を進めています。その中で、社員の本人情報
やご家族との連絡先を記入してもらったり、発災時の行動な
どについて記載された「災害もしもブック」を作成し、社員
に配布しています。
　今後もレジリエンス認証の取得に取り組むことで、さらに
強靭な事業継続力のある企業を目指してまいります。

①　クラウドサービスの活用 ②　生産性向上への活用

③　データ分析への活用 ④　営業や採用への活用

平和建設では、2023年6月から平和DXプロジェクト

を発足し、建設DXへの取組を始めました。DXを活用

することで、競争力の維持や生産性の向上につなげ

ていきたいと考えています。

その他の取組
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現場や社内でのデータ共有には、クラウド
サービスが有効です。デジタル人材を育成
することで、クラウドサービスを適切に活
用することが出来ます。

デジタル化によって、業務の自動化や効率
化が可能になります。デジタル人材を育成
することで、より効率的に作業できるよう
になり、生産性が向上します。

会社には多くのデータが蓄積されます。デ
ジタル人材を育成することで、データ分析
の手法を習得し、より正確な予測や改善策
の提案ができるようになります。

デジタル人材を育成することで、Webサ
イトの保守管理やSNSの活用などの手法を
習得することで、営業活動や採用活動を効
果的に行うことが出来ます。

BCPへの取組

平和DXプロジェクト

DXの活用方法
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施工実績のご紹介

工事の概要

府中市のJR福塩線沿いの敷地
(1 , 52 1㎡ ) に 日 本 生 命 様 の 事
務所(357 . 80㎡ )を新築する工
事です。
請負形態は、㈱大林組が元請
(設計施工 )で、１次下請とし
て建築工事一式を担当しまし
た。また、発注者代行として
日建設計が工事監理をされる
形態でした。
建物構造としては平屋建て軽
量鉄骨造で、外観は日本生命
様のイメージカラーである赤
を基調とし、落ち着きのある
木目調の外装材を多く使用さ
れています。また、内観は、
開放的な間取りになっていて
天井高さもあり、窓も数多く
設計されている為、開放感の
ある空間となっています。

広島府中オフィス
新築工事

全国トップクラスのスーパーゼネコンである大林組様の工事監理のもとでの建築
一式工事を施工するという事で、大林組様独自のルール(安全管理・施工管理・検
査試験)などがあり正直大変でしたが、無事、無事故無災害で竣工を迎えることが
でき一安心しております。特に弊社濱田君・大林組森原所長様・協力業者の皆
様・設備担当の中電工様、皆様のご協力により同じベクトルの頂点に向かって竣
工できたこと大変感謝しております。
またこの現場を経験することで、スーパーゼネコンの安全管理・品質管理などの
方法を知ることができ、今後の課題も見つけることができましたので、良かった
点などは今後の現場管理において積極的に生かしていきたいと思います。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(高月、濱田)

担当者からのコメント
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道路改良工事(箕沖17号線･5-1)

定点比較

2023.8.10  着工前 2024.7.6  供用開始

工事の概要

福山市箕沖町　新処分場へと繋がる道路の
新設工事です。
2024年度初めのふくやま環境美化センター
（新処分場）運転開始とそれに先立っての
試験稼働にあわせて、アクセス道路の切替
えの為に引き渡し時期の制限あり。
各種設計変更による内容の追加に加えて、
このタイミングでしか施工できないという
ことで、入り口部分の広島県商工労働局発
注の敷地整備工事も並行して施工となり、
スケジュール的に相当タイトな現場となり
ました。

担当者からのコメント

工事開始前より引渡し時期の決まっていた現場で、
更に3月より工事延長の追加と広島県発注の関連工事
が加わったことで3現場が同時に動いているような状
況でした。
現場のやりくりに留まらず、作業車の出入り、資材
の搬入路と仮置き、誘導員の配置や規制切り替えの
タイミング等々相当神経を使いましたが、お手伝い
に入っていただいたチームとの協力もあり、無事に
期限内に引渡しすることができました。（吉岡）



　当社の2023年度の環境経営目標において、8項目中7項目を達成し、全体として良好な結果を得ま

した。特に電力使用量の削減や廃棄物の適正管理など、従業員一丸となった取り組みが成果を挙げ

ています。一方で、前年度に引き続きガソリン使用に伴うCO2排出量の削減が未達成となりました｡

　今後は車両の使用方法や業務の見直し、省エネ車両の導入などを検討し、早期の改善を図るよう

活動してまいります。

総括

環境経営方針

環境経営目標・計画

実施体制

変更あり

変更あり

変更あり

変更なし

変更なし

変更なし

適用される法規制 適用される事項（施設・物質・事業活動等）

　廃棄物処理法 　排出事業者、産業廃棄物収集運搬業、産業廃棄物（廃プラ、廃ガラス、廃油等）

　建設リサイクル法 　解体工事、建設副産物

　浄化槽法 　浄化槽（JFE福山事業所のみ）

　フロン排出抑制法 　業務用空調機、冷凍庫、冷蔵庫

　PRTR法 　SDSのリスク評価（JFE福山事業所のみ）

　顧客要求事項 　品質管理

　地球温暖化対策推進法
　法20条　基本理念の新設(2050年カーボンニュートラル宣言)
　法21条　地域の脱炭素化促進(地域の再エネ活用事業の計画・認定の制度)
　法29条　企業の脱炭素化促進(企業の排出量情報のオープンデータ化・デジタル化)

法的義務を受ける主な環境関連法規制等は次のとおりです。

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。
なお、違反･訴訟等につきましては、安全措置が不適切だったため、2021年2月～2か月間の指名除外処分を受けました。その後は適
切に対応しており、関係当局からの違反等の指摘はありません。
今後も安全管理に一層努力してまいります。

代表取締役

岡田　一真

環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果

ならびに違反・訴訟等の有無

代表者による全体の評価と見直し・指示の提言

〒720-0822

広島県福山市川口町1丁目16番35号

TEL：084-953-2711

FAX：084-954-3783


